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的にその設立を概算要求で要求し，昭和 62年度 (19 8 7年度）に建物が完成し設偏を
設閻したものである。設立以降これまで幾つかの設偏充実を行ってきており，その主要部
分をまとめると表 lになる。表 lに示すように， 19 8 7年度に当センター情報処理シス
テムの中心であるホストコンピュータMicroVAXIIと専用端末VT286が21台，
拿 山口大学教育学祁附属教育実践研究指導セ ンタ ー
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VT382が 1台とプリンタ LA86が2台導入された。また，パソコンMacinto 
s h Iを 1台， PC9801VX21を2台，ラップトップパソコンPC9801LV2
1を 1台が同時に導入された。その後， 19 8 9年度にパソコン PC9801RA21を




801PSとLBP-B406Sも各 l台導入した。 19 9 2年度にはPC9801VX
2 1とPC9801RA21の高速化のために CPUポードM-486DXとTurbo
-486DX40を導入し現在に至っている。







品名 規格 ●敷 設置年月 8 品名 規格 儡散 設置年月 8
1987年度 PC9801LV21 （員S-00S) I 1988.3.31 
licroVAX n （員icroV●S) 1988.3.25 1989年度
CPU 78032 5川Hz I 
パリ 13川B I 敷値漬算9.oャ，ti80287-101 I 1990. 2. 19
HDD 71川Bx2. 159●Bxt 
C川T 95郎 I PC9801RA21 (IS-DOS) 1990.3.28 
に 9- VT220 I CPU i80386 201Bz I 
iそり 5.618 I 
VAX用7・リ‘19 LA86 2 1988.3.25 HDD 8018 I 
敷値漬算7.”'9i80387-20, I 
VAX用蝙末 VT286 21 1988.3.25 3.5イ`／9FDDLDS-3VI2 I 
VT382 I r 4ス7・レー PC-TY455 I 
●acintosh D （漢字Talk) 1988.3.25 1990年度
CPU 68020 161Hz I 
パり 2川B I -̂r rィス9 PD250RS I 1990. 12. I 
BDD 40●B I 
3. 5ィ •I 9F DD 2 8mmr-7・装● EXB8200 I 1991.2.22 
i・ィスアレー 10401PA I 
アリ1`9 “-9• H9 n I アり19 ●I CROLi NE80 I PS I 1991.2.27 
LBP-8406S I 
PC9801VX21 (IS-DOS) 1988.3.31 
CPU i80286 IOIRz I VAX用蟷末 VT382 4 1991.2.28 
f • ィス 7 ・レー PC-KD854 I 
7・リン9 PC-PR201F2 I VAX.1!7・りン9 DEClaser2300 I 1991. 3. I 
PC9801 VX21 (IS-DOS) 1988.3.31 1992年度
CPU i80286 10●Hz I 
rィスアレー PC-KD854 I CPUが一r l-486DX I 1992. I I.13 
7・リ1`9 PC-PR602 I Turbo-486DX40 I 
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（教育実践研究指導センター内）


























































































































































ートは利用者に時間外利用をする際に記入を依頼してあるものである。表 2にMic r o 




＼ 漬習 ・実習名 （利用‘97fが7) 利用期間 （対象 人敷 峙問敷）
渭量及び濱習 (BASIC) 1988 （数学科2年 35名 週I.5l7) 
t1籟処理工学実習 (BASIC) 1988~ （技術科3年 10名 週l.5l7) 
計算機訂窮 I (FORTRAN) 1990~ （情籟3ース2年 20名 週l]7)
前期 情籟処理漬習 I (FORTRAN) 1990~ （情籟］ース2年 20名 週lJ7)
計算機言梧n (LISP) 1991 ~ （情籟）ース2年 20名 週137)
情籟処理漬習n (LISP) 1991 ~ （情藉3ース2年 20名 遇1J7) 
卒婁研究 (UCSIU) 1990 （敷学科 3名 週3l7)
(C, FORTRAN) 1992- （情籟）ース 3~5名 週3n)
国文学特講 I (C) 1990~ （国栢科3年 週2J7)
日本文学作品研究 I (C) 1990~ （国際J-ス3年 週2n)
計算機言語 I (C) 1990- （情籟］ース2年 20名 週In)
情籟処理漬習 I (C) 1990~ （情籟］ース2年 20名 週IJ7)
後期 数値計算 (FORTRAN) 1991- （情籟］ース2年 20名 週1J7)
情籟技術漬習 (FORTRAN) 1992~ （技術科院1年 2名 週In)
データペース論 (RDB) 1992~ （情帷］ース3年 20名 遇In)
経済情籟処理1l論 1992~ （経済学郎 30名 週lJ7)
卒婁研究 (IACSYIA) 1990 （散学科 3名 週4J7)
(C, FORTRAN) 1992~ （情籟］ース 3~5名 週8J7)
（注）IJ? =90分
次にMicroVAXIIがどれだけ稼慟しているかを把握するために， 19 8 9年 10 
月以降これまで本体内に蓄積してきたデータファイルを用いて各利用者の利用0寺間を合計
した延ぺ利用時間を整理してみる。延ぺ利用時間， CPU時間およびそれらの比である C
PU利用率をそれぞれ図 2,図3,図4に示す。図 2より 19 8 9年後期は演習・ 実習が
なかったため利用時間は少ないが 19 9 0年以降では前期は 5~6月と 9月，後期は 12 
月～ 2月に利用時間が多いことがわかる。 9月は前期末の課題演習によるものである 。後
期については 19 9 1年のように平均的に利用されているのは前期と異なり長期の休業が
ないためであると思われる。 19 9 0年と 19 9 2年の後期の 12月～ 2月に利用時間が
特に多いのは卒業研究によるものである。図 3からは CPU時間は 9月と 12月～ 2月に
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大きなピークがあることがわかる。 9月は図 2と同様に課題演習， 1 2月～ 2月は卒業研
究によるもので，他の時期に比ぺて比較的まとまったジョプが実行されていたことがわか
る。図 4からは通常はエディタによるファイル編集などのため延ぺ利用時間の多い割に C





めの目安になる。図 5に 19 9 1年8月以降のMicroVAXIIの稼慟時間を示す。図
5からは 8月と 3月はあまり稼慟していないが，それ以外の月では 150~200時間稼
慟即ち lヶ月を 21日とすれば， 1日当たり 7~10時間稼慟していることがわかる 。特
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ある。表3に年度毎に集計した結果を示す。表3から 19 9 1年度までは主に筆者だけが
利用しており ，利用時間は 1200~2200時間即ち 1ヶ年を 25 0日とすれば， 1台
1日当たり 2~3時間であったことがわかる。 19 9 2年度以降では筆者の他にその卒業
研究生が利用するようになり，利用時間は 19 9 2年度が71 1 0時間， 19 9 3年度は
1 1月までで77 0 0時間を越えており 1台 1日当たり 16時間に相当し，パソコン自体
はほとんど常時稼慟状態であったことがわかる。これは研究の性格上多くのシミュレーシ




教百実践研究指導センター 主 な 延ぺ利用峙闊 （峙関 ）
の利用可能な 利用
P C 9 8 0 1の台散 者散 ツミ，レーy,・Iなどの散値計算 ツミ ルーク • ‘1以外0り -7• DI/: 合計
1989 VX21 (286-10川）・ 2 I I O 5 0 5 6 0 I 6 I 0 
VX21 (286-10●)．．． I 
1990 VX2 l (286, 287 -10員）・ 1 I 1 6 9 0 4 7 0 2 I 6 0 
RA21 (386. 387-20川）・・ 1 
1991 ’ I 8 7 0 3 5 0 I 2 2 0 
VX21(286. 287-10員）．．． l
1992 VX21 (486DX-331) ・ I 5 5 I 9 0 I 9 2 0 7 I I 0 
RA21 (486DX-40l) ・ I 























り返し 10 0万回計”させるベンチマークテストプログラムを作成して求めた 。A+Bの
処理はコンパイラーによって異なる場合もあり得るが，機械語に翻訳されると基本的に L
OAD, ADD, STOREの3個の命令に分解されるものとすれば，全体の処理時間T
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~2/3に低下し，情報処理演習 Il (C)では 1/3~1/2に，情報処理浪習m(L I 
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CPU Busy (99) 
至蚕蛋五蛋五奎蚕翌岳蚕蛋吾蚕蚕蚕蚕至至玉§豆五豆豆
蚕豆蚕蚕翌奎奎奎至蚕豆奎邑至歪蚕吾至至至豆蚕
Cur Top: GENG03 (86) 
















のために示した。図 10 (a)と先に示した図 8 (a)を比較すると， BASICについ
ては PC9801はCPUが486DX-40M相当であれば実数型の場合MicroV
AX Iに近い処理速度となり， Macllfxではほぼ同等の処理速度が得られていること
がわかる。図 10 (b) と先に示した図 8 (b)を比較すると， FORTRANについて
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o. 2 o. 4 o. 6
処理速度 (MIPS) 。







MicroVAXIIは特に 9月と 12月～ 2月に利用時間が多い。これは課題演習およ
び卒業研究のために利用が増えるためであるが， MicroVAXII自体の処理能力が低





























々増加して最近では 1台 1日当たり 16時間であることが明らかになった。また， MiC 
roVAXIIの処理速度は最大0. 6MIPSであるが，実際の演習・実習では 1/6程
度まで低下し，コマンドの応答時間が長くなり，処理能力は不十分である。パソコンはM
icroVAXIlよりも処理が速くなってきているが， 1個のシミュレーションジョプの
処理に 50~70時間かかっているため，やはり処理能力は不十分である。このことから，
これからの情報処理教育設偏としては現状の 100~150倍の処理能力にすることが必
要であり，教員養成課程の情報教育のためには数十台のまとまったパソコンが必要である
ことを述ぺた。
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